


この塾は、各自治体の垣根を超えて学びあうことにより、政
策の選択肢を豊かにすることによって地域創生をサポートす
ることを目指しています。
2026年度は「賢く縮む（スマートシュリンク）」を大括りの
テーマとしています。これは、人口の減少を所与として、人
口が減っても地域に住む人々のウェルビーイング（豊かさ、
福祉）を維持し、さらには高めて行こうという考えです。地
域創生を考えていく上で避けて通れない課題であり、近年
広がりつつある政策スタンスです。
皆さんの積極的な参加をお待ちしています。
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　賢く縮む　─人口減少を前提としたまちづくり─

❶ 5月 開会式　これからの地方創生をどう考えるか

❷ 6月 人口減少下における地域と経済

❸ 6月 自治体間情報交換

　将来に必要な公共施設とは?
❹ 7月 岐路にたつ公共施設を考える

❺ 7月 賢く縮むまちづくり　事例

　自治体DX
❻ 9月 人口減少下の地域における自治体DX

❼ 9月 ペーパレス／トランスフォーメーション

　人口減少下の地域の将来をデザインする
❽ 10月 未来から考える思考FDの必要性

❾ 10月 フューチャー・デザインの基礎理論＆実践

❿ 11月 フューチャー・デザインの実践

　先進地の視察
⓫ 企画中 ─　賢く縮むまちづくり事例　

⓬ 企画中 ─　フューチャー・デザインの現場　

　特別公開講座
⓭ 企画中 ─　新しい地方創生の流れをうけて企画中

“賢く縮む”また”フューチャー・デザイン”実践
事例地を訪問し、新しい政策が実現する現
地のプロセスや熱気を体感する機会。

新しい地方創生の向かう方向性、経済・人
口動態の最新データをもとに、人口減少下で
自治体が取るべき基本戦略を整理します。

老朽化・財政制約の中、公共施設をどう再
編すべきか。先進自治体の意思決定プロセ
スを学びます。

ペーパーレス、システム更新、職員の意識改
革まで──人口減少時代のDXの全体像を
把握します。

将来世代を考える「フューチャー・デザイン」を
学び、市民協働によるまちづくりへ実践的に
活かす視点を養います。
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